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2020・９月の例会は、湘南・沖縄部、古田部長、伊藤書記のクラブ訪問があり、また大江さ

んの卓話、そして初めて参加して下さった方々のおかげでいつもとは違った雰囲気の例会とな

った。私もワイズ歴３７年になるが、その節々で大変お世話になった方々にお逢いできたことに

感謝し、久しぶりに幸せな気分になれた。卓話者の大江さん（現在・「興望館」常務理事）には以

前、多くの講演をしてい頂いた。2004～2005 年、私が部の部長をしていた時に「災害とボラ

ンティア」について卓話をお願いした事があった。履歴の中に、神戸ＹＭＣＡ（1980～2001）

とあるが、まさに、1995 年 1 月 17 日に発生した阪神・淡路大震災の真っただ中にいたこと

である。この時の苦難のお話しを涙ながらに熱く語ってくれたことを、いまだに忘れない。また

神戸ＹＭＣＡのボランテイアが復興に対し多大な尽力をしたことも伝えてくれた。2011 年 3

月 11 日午後 2 時 46 分、三陸沖で発生したマグニチュード 9.0 の東北地方太平洋沖地震によ

り引き起こされた大災害、東北・関東地方を中心とする広い範囲に甚大な被害をもたらした。こ

の災害は阪神・淡路から１6 年後に起きていて記憶に新しいが、この丁度１カ月前の２月 11 日

（祝・建国記念日）大江さんに、横浜ＹＭＣＡ会員大会での講演を依頼したことがある。くしく

も演題が「防災とボランティア」の話しであった。これに付いて、これ以上の記述はしたくない

が、この事はたぶん横浜ＹＭＣＡのボランティア活動に役にたったと思っている。 

今回の卓話「希望の扉～なぜならわたしは弱い時にこそ強いからです」という演題で講演が始

まった。長きにわたりアフガニスタンでペシャワール会という組織を作り人々の為に無償で医

療を行い、2003 年より人々の生活を守る為の用水路の建設をし、2010 年に完成した日本人

医師（元ＪＯＣＳパキスタン派遣ワーカー）中村哲さんのお話しだった。現地では英雄のような

扱いを受けていましたが2019年12

月 14日アフガニスタン国内で何者か

の銃撃を受けて死亡しました。2004

には横浜ＹＭＣＡでも講演して頂い

たことがあり、この時の力のこもった

講演は今でも鮮明に心に残っている。

大江さんも、こんな方と 200２年にア

フガニスタンに行き、現地の苦しむ

人々の現状を分かり易く、熱弁をもっ

てお話ししてくれました。有難うござ

いました。最後にこの例会に参加され

た方々、特に初めて参加された方々、

湘南・沖縄部の役員の方には熱く御礼

申し上げます。 

2020-2021 主題 

国際会長(IP)：Jacob Kristensen (デンマーク)    

主  題  “VALUES, EXTENSION and LEADERSHIP” 

「価値観、エクステンション、リーダーシップ」 

スローガン  “TRUST IN THE OF LIFE”   「命の川を信じよう」 
                                                  
アジア太平洋地域会長(AP)：David Lua (シンガポール) 

                   “Make a difference”  「変化をもたらそう」 

東 日 本 区 理 事(RD)：板倉 哲也  “Let’s enjoy Changes.” 

                         「変化をたのしもう！」        

湘 南･沖縄部長(DG)：古田 和彦   「クラブを超えてワイズ間の交流を図り、 

共に YMCA に使えよう」 

つるみクラブ会長：久保 勝昭   “良きつながりを持って”心ひとつに 

                           「無理のない奉仕活動を」 

9 月 の 例 会（ 出 会 ）  

9 月 例 会 参 加 者     
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＝ 9 月 例 会 写 真 集 ＝   

つるみクラブ会長   湘南･沖縄部 古田部長    

辻  エクステンション委員長    興望館常務理事 大江浩氏  

例 会 参 加 者     

 渡 辺 誠 二 氏    

厚木クラブ 日下部会長     

中村壽晴さん     

湘南･沖縄部 伊藤書記    

新藤孝子さん     久保幸子さん     

YMCA つるみ保育園 
職 員  田 辺 さ ん   

鶴見中央 YMCA    
鈴木亜希さん     
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鶴見では、4 年前から近隣教会の方と鶴見区内のＹＭＣＡブランチが連携をして、 

「つるみの教会とＹＭＣＡネット」を立ち上げて、地域活動をしています。 

活動内容は、月一回の鶴見駅前の街頭募金と、12 月に行われる鶴見駅前でのキャロリングや「災

害」や「平和」テーマにした勉強会を行っております。過去には、災害時に教会が避難所の役割

を成す可能性もあるため、避難所運営ゲーム「ＨＧＵ」を行ったりして、お互いに防災への意識

を高める取り組みもしました。昨年 12 月のキャロリングでは、つるみワイズの皆さんにも参加

して頂きました。 

 今年度は、3 月からの新型コロナウイルス感染症の影響で活動を自粛しております。そのよう

な状況の中で、日本キリスト教会鶴見教会より、横浜ＹＭＣＡで取り組んでいる、「2020.7 月

豪雨災害支援募金」に 62,400 円の寄付頂きました。困難なニュースが多い中心温まる支援で

あり、大変感謝しております。 

新型コロナウイルス感染症の脅威が収まり、「つるみの教会とＹＭＣＡネット」の活動が、早く

再開することを祈っています。              鶴見中央ＹＭＣＡ  島田 徹 

・～～・～～・～～・～～・～～・～～・～～・～～・～～・～～・～～・～～・ 

第 23 回 横浜 YMCA インターナショナル・チャリティーラン 

 

YMCA は障がいのある子どもたちに社会参加の機会を増やし、自信をもって心豊かに楽しい

生活が送れるよう、さまざまなプログラムを提供しています。 

障がい児支援を目的として例年実施している「横浜 YMCA インターナショナルチャリティー

ラン」は 23 回目を迎えます。横浜つるみワイズメンズクラブのみなさまには共催をいただき、

感謝いたします。 

今回は、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、それぞれの場で実施し、オンラインにて開

催する新しい企画となりました。鶴見中央 YMCA チームとして参加予定です。 

1 チーム 50,000 円の参加費が募金となります。現在、チャリティーラン T シャツの予約購入

も承っております。みなさまのご支援をよろしくお願いいたします。 

半袖 90～160 が 10cm 刻み、S/M/L/XL/XXL・・・・・１，４００円 

長袖 110/130/150cm、XS/S/M/L/XL/XXL・・・・・１，６００円 

※ネイビー、レッド、ブルー（文字は白）、ホワイト（文字はネイビー）の長袖・半袖 4 色 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

鶴見中央ＹＭＣＡ 鈴木 亜希  

～ 鶴 見 で の 地 域 活 動 紹 介 ～   
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マスクを沢山作るお手伝いをさせて頂く、

世の中がくるとは夢にも思いませんでした。 

針と糸､ハサミから縁遠くなった昨今でした

ので、ミシンは役に立たなくなっていたり、手

際が悪くなっていたりと、思っていた以上に

大変な作業でした。 

マスクは今やファッションの一部となりつつ

あり､企業も力を入れる製品の一つとなって

いる様です。これはコロナの悪い置き土産で

した。と言われ、このファッション化したマス

クは早くなくなり、マスクなしでも自由に歩

け､蜜でも会話の出来る世の中に戻って欲し

いものです。マスク作りの 2 回目参加の今回

は、布の買い物から同行させて頂きました。こ

の経験を個人的にも生かし、関わっている他

の施設にも送ってあげられたらと考えていま

す。     （吉本正子、松井美津子記） 

 

 

 

 

  

 
 

エクステンション委員会で 4 月にコロナウイル

スに対するマスク作りが始まり、今回二度目

である。当時世間は、品切れ状態であり、5

月 6 日迄は何処も休業状態で、生地も購入不

可で、やっと 6 月に第 1 回の「つながりマス

ク」の贈呈式を実施。つるみクラブ独自に、

マスク 100 枚の贈呈式を実施。今回第2段の

｢つながりマスク｣に参加する事になったが、

様々な種類のマスクが出回っており、【今さら】と

言う感じがした。吉本,松井,中村,久米の会員の

外に堀越清子様,桑野英子様の助っ人に参加頂

き、子供用 40 枚,大人用 60 枚の 100 枚を

本部に送る事が出来ました。今回の製作中、

いつのまにか｢心一つに｣なり、年齢に関係な

く製作出来た事。「今さら」の感じを撤回し、

「きっかけ」で【一体感】が、生じる事を体

験できて「つながりマスク」に感謝します。                                         

 （久米康子記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月在籍者数 ９月出席者数 出席率 

メンバー ９名 メンバー 7 名 78％ 

  ﾋﾞｼﾞﾀｰ 8 名  

  ゲスト 2 名  

計 ９名 合  計 17 名  

9 月定例会プログラム 
日 時：2020 年 9 月 11 日（金）午後 6 時～8 時          
場 所：横浜市鶴見中央地域ケアプラザ 多目的ホール 
出席者：久保、島田、久米、中村、松井、吉本、渡邉 
ゲスト：大江浩興望館常務理事、古田和彦湘南･沖縄部長 
    伊藤誠彦湘南･沖縄部書記 
ビジター：辻 剛つづきクラブ副会長、日下部美幸厚木クラブ会長 
     鈴木亜希鶴見中央YMCA、田辺朋美 YMCAつるみ保育園 

      渡辺誠二（ロータリーの友） 久保幸子（神奈川区） 

    中村壽晴（鶴見区）、  新藤孝子（鶴見区） 
司  会：渡邉光枝   ピアノ：吉本正子 
開会点鐘及び挨拶・・・・・・・・・・久保会長 
ワイズソング・ワイズの信条・・・・・・ 全  員 
ご挨拶：湘南・沖縄部部長・・・・・・古田和彦氏 
       〃  書記・・・・・・伊藤誠彦氏 
卓 話：「希望の扉～なぜならわたしは弱いときにこそ強

いからです」  大江浩氏 興望館常務理事 
「報告事項」 
1．第 1 回 エクステンション委員会：8/19(水)11:00～ 
      12：30 横浜中央 YMCAY 
2，会員増強委員（三役他 1 名選出）：駒井恵美子 
「YMCA」 
1．つるみ保育園バザーについて 
2．88 回 Y-Y 協議会 9/1 横浜中央 YMCA19:00～ 
  チャリティーラン＆ポジティブネット募金 
「連絡事項」 
1．9/17（木）第1回ボランティア・市民活動団体分科会 
        場所：鶴見区福祉保健活動拠点 
閉会点鐘・・・・・・・・・・・・・・久保会長 

＜役 員 会＞ 

9/26(土) 11：00～16：00 

出席者；久保会長、久米、中村 

    議 題 

〇 10 月の例会について 

〇 ブリテンについて 

〇 その他 

今後の予定 
 
10 月 9 日（金）つるみクラブ例会 
 

2020 年 9 月例会データ 

【心一つに】  【マスク作り参加】  
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